
 

 

 

 

DVD「逃げ遅れる人々～東日本大震災と障害者」（製作:東北関東大震災障害者救援本部）を

鑑賞しました。障がいのある方が自力で避難することはなかなか難しいこと、普通の避難所で

は、物理的なバリアが多く、たくさんの人が避難しているため「迷惑をかける」と思いあきら

めてしまうこと、震災直後は、行政ではなく近所の手助けにより助かった方が多いことなどを

学びました。そして、法人としても自ら動く必要があることを改めて認識しました。 

各事業所で「実際に災害が起こった時にどんなことに困るか、どんな対応が必要

か」などついて話し合っています。大震災が起これば、電気・ガス・水道が 1 週

間程度止まると言われています。そのための準備をしています。  

 

日ごろからの地域の皆さんとのつながりを大切にし、不測の事態に備えて、地域に協力でき

ることを探していきたいと思っています。
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